年　　　組　　　番　名前
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きょうざい),教材)２－(1)解答　計算（たし算）

次の計算をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひっさん),筆算)でしましょう。
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(れい),例)）１２３＋１４８　　　　　　　　
　



　（ア）２３５＋５２７　　　　　　　　（イ）４４８＋３４６　　　　　　　　
　

　（ウ）５７６＋１２４　　　　　　　　（エ）５６９＋３３５
　
年　　　組　　　番　名前
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きょうざい),教材)２－(２)　解答　計算（たし算）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つぎ),次)の計算をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひっさん),筆算)でしましょう。
　【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(れい),例)】１２３＋１４８　　　　　　　　
　


　（ア）７４８＋２４７　　　　　　（イ）３６７＋５４　　　　　　　　
　

　（ウ）４５＋４１９　　　　　　（エ）２３５＋５７６


　
年　　　組　　　番　名前
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きょうざい),教材)２－(３)解答　計算（たし算）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つぎ),次)の計算をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひっさん),筆算)でしましょう。
　【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(れい),例)】１８３４＋２３４８　　　　　　　　
　


（ア）２７３５＋５１５６　　　（イ）７２４８＋２４７　　　　　　　　
	
	
	
	①
	

	
	２
	７
	３
	５

	＋
	５
	１
	５
	６

	
	７
	８
	９
	１


　

（ウ）５４１＋３６７８　　　　　（エ）４５８５＋４４１９

　
年　　　組　　　番　名前

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きょうざい),教材)２－(４)　解答　計算（ひき算）

次の計算をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひっさん),筆算)でしましょう。
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(れい),例)）５６２－２３４　　　　　　　　

　



　（ア）３７１－１５３　　　　　　　（イ）４９４－２７５　



　

　（ウ）５６３－２７５　　　　　　（エ）５３１－２２９



年　　　組　　　番　名前
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きょうざい),教材)２ー(５)解答　計算（ひき算）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つぎ),次)の計算をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひっさん),筆算)でしましょう。
【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(れい),例)】４０２－１７４　
	
	３
	⑩９
	⑩

	
	４
	０
	２

	－
	１
	７
	４

	
	２
	２
	８


（ア）４０７－２７８　　　　　　（イ）９０２－６０８　
	
	８
	⑩９
	⑩

	
	９
	０
	２

	－
	６
	０
	８

	
	２
	９
	４




　

　（ウ）２０５－１７　　　　　　（エ）６００－９７


年　　　組　　　番　名前
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きょうざい),教材)２ー(６)　解答　計算（ひき算）
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つぎ),次)の計算をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひっさん),筆算)でしましょう。
　
【EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(れい),例)】１１６２－３４５
	
	０
	⑩
	５
	⑩

	
	１
	１
	６
	２

	－
	
	３
	４
	５

	
	
	８
	１
	７


（ア）３７２４－１４８３　　　（イ）５２９３－９１７　
	
	
	６
	⑩
	

	
	３
	７
	２
	４

	－
	１
	４
	８
	３

	
	２
	２
	４
	１




　

（ウ）７１５６－２４８５　　（エ）６０３５－４９８８


年　　　組　　　番　名前
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きょうざい),教材)２－(７)　解答計算（ひき算）

次の計算を筆算でしましょう。
	
	１
	０
	０
	０

	－
	
	５
	２
	１

	
	
	４
	７
	９


（ア）１０００－５２１　【答え】
	
	１
	０
	０
	０

	－
	
	
	２
	９

	
	
	９
	７
	１


（イ）１０００－２９　  【答え】　
	
	１
	０
	０
	５

	－
	
	２
	７
	６

	
	
	７
	２
	９


（ウ）１００５－２７６ 【答え】
�
�
８�
⑩�
�
�
４�
９�
４�
�
－�
２�
７�
５�
�
�
２�
１�
９�
�






【３】百の位は５から２をひきます。








ポイント


・筆算をするときは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらい),位)�をたてにそろえて書きます。


・一の位から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)�に計算していきます。





　　　　　①　①


�
５�
６�
９�
�
＋�
３�
３�
５�
�
�
９�
０�
４�
�
　　　　　





（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(れい),例)�）　　　５� eq \o\ac(○,10)�


　　　　　５６２


　　　　－２３４


　　　　　３２８





　　　　①　①


�
５�
７�
６�
�
＋�
１�
２�
４�
�
�
７�
０�
０�
�
　　


　　　　　


　　





�
� eq \o\ac(○,1)��
�
� eq \o\ac(○,1)��
�
�
�
１�
８�
３�
４�
�
＋�
２�
３�
４�
８�
�
�
４�
１�
８�
２�
�






【２】十の位の６は１あげたので５になっています。ですから10の位は５－３＝２。





【１】２から４はひけないので、十の位から１くり下げます。かりてきた10と２をあわせて12から４をひきます。12－４＝８。
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　　　　　　①
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【１】３＋８＝11なので十の位に� eq \o\ac(○,1)�くり上げます。


【２】十の位は，１＋２＋４＝７


【３】百の位は，くり上がりがないので


　　　１＋１＝２





　　　　　　①
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�
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【１】３＋８＝11なので十の位に� eq \o\ac(○,1)�くり上げます。


【２】十の位は，１＋２＋４＝７


【３】百の位は，くり上がりがないので


１＋１＝２





�
�
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【１】４＋８＝1２なので十の位に� eq \o\ac(○,1)�くり上げます。


【２】十の位は，１＋３＋４＝８


【３】百の位は，８＋３＝１１ 


【４】千の位は，１＋１＋２＝４





ポイント


・筆算をするときは，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらい),位)�をたてにそろえて書きます。


・一の位から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)�に計算していきます。





�
�
� eq \o\ac(○,1)��
�
�
�
１�
２�
３�
�
＋�
１�
４�
８�
�
�
２�
７�
１�
�






ポイント


・筆算をするときは，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらい),位)�をたてにそろえて書きます。


・一の位から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)�に計算していきます。





ポイント


・筆算をするときは，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらい),位)�をたてにそろえて書きます。


・一の位から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)�に計算していきます。





（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(れい),例)�）　　　　　� eq \o\ac(○,1)�


　　　　　１２３


　　　　＋１４８


　　　　　２７１
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ポイント


・筆算をするときは，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらい),位)�をたてにそろえて書きます。


・一の位から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)�に計算していきます。





【１】一の位の２から４はひけない。すぐ上の十の位はくり下げられない。すぐ上の位からくり下げられないときは，もう一つ上の位からくり下げます。


ですから１２－４＝８。





【２】百の位から１くり下げ，一の位に１あげたので９になっています。


ですから十の位は９－７＝２。





【３】百の位は１くり下げたので３。３－１＝２
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ポイント


・筆算をするときは，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらい),位)�をたてにそろえて書きます。


・一の位から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)�に計算していきます。





【１】２から５はひけないので，十の位から１くり下げます。かりてきた10と２をあわせて12から５をひきます。12－５＝７。





【２】十の位の６は１あげたので５になっています。ですから10の位は５－４＝１。





【３】百の位は１から３はひけないので，千の位から1くり下げます。ですから、１１－３＝８。








【４】千の位は，百の位に１あげたので０になります。なお、０は書きません。
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ポイント


・筆算をするときは，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらい),位)�をたてにそろえて書きます。


・一の位から�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅん),順)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばん),番)�に計算していきます。
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